
こ
の
度
、
比
企
会
長
の
後

を
引
継
い
で
三
四
会
会
長
を

拝
命
し
ま
し
た
。
昭
和
48
年

(

１
９
７
３
年)

卒
業
の
52
回

生
で
、
平
成
17
年
10
月
か
ら

医
学
部
長
補
佐
を
４
年
間
、

平
成
21
年
８
月
か
ら
慶
應
義

塾
大
学
病
院
長
と
し
て
４
年

梅
雨
の
晴
れ
間
、
夏
日
の

好
天
と
な
っ
た
６
月
14
日

(

土)

午
後
３
時
よ
り
２
時

間
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
２

号
館
11
階
大
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

議
長(

吉
野
肇
一
、44
回)

よ
り
、
出
席
者
１
５
９
名

(

う
ち
86
名
は
書
面
出
席
者
、

委
任
状
宛
先
は
全
員
、会
長)

は
評
議
員
現
在
数
２
３
８
名

の
過
半
数
で
あ
り
、
会
則
第

20
条
第
３
項
に
よ
り
、
本
評

議
員
会
の
定
足
数
を
充
た
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
開

会
さ
れ
た
。

間
勤
め
、
現
在
独
立
行
政
法

人
国
立
病
院
機
構
東
京
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長
を
勤
め
て
お

り
ま
す
。
副
会
長
と
し
て

は
、
リ
ー
啓
子
先
生(

60
回

生)

、
古
梶
清
和
先
生(

63
回

生)

、
渡
邊
真
純
先
生(

64
回

生)

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

昨
年
同
様
、
準
会
員
で
あ

る
学
生
の
代
表
と
し
て
、
今

泉
研
人
君

(

四
谷
自
治
会

長
、
４
年
生)
の
陪
席
が
認

め
ら
れ
た
。

審
議
に
入
る
前
に
平
成
25

年
度
物
故
会
員
96
名
に
対

し
、
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

今
回
は
、
役
員
改
選
期
の

た
め
、
ま
ず
平
成
25
年
度
ま

で
の
執
行
部
に
よ
り
同
年
度

の
案
件
を
審
議
し
、
役
員
改

選
後
、
26
年
度
案
件
に
つ
い

て
の
審
議
が
新
体
制
下
で
行

わ
れ
た
。

平
成
25
年
度
案
件

ど
の
医
系
大
学
に
も
同
窓

会
が
あ
り
、
活
動
も
活
発
で

す
が
、
慶
應
医
学
部
同
窓
会

で
あ
る
三
四
会
は
、
他
の
大

学
か
ら
非
常
に
結
束
の
強
い

組
織
で
あ
る
と
、
う
ら
や
ま

し
が
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
三

四
会
名
簿
が
あ
り
互
い
の
連

絡
が
と
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
根
底

に
は
、
福
澤
精
神
と
北
里
柴

三
郎
博
士
の
教
え
の
元
に
、

一
致
団
結
す
る
志
が
根
付
い

て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

現
在
の
三
四
会
活
動
の
中

で
、
２
０
１
７
年
の
医
学
部

最
初
に
比
企
能
樹
会
長

(

37
回)

よ
り
、
出
席
者
に

対
し
感
謝
の
言
葉
と
、
平
成

17
年
か
ら
の
長
期
間
に
わ
た

る
会
長
へ
の
支
持
に
対
す
る

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
爾
後
、

慶
應
連
合
三
田
会
会
長
と
し

て
、
医
学
部
の
み
な
ら
ず
、

他
学
部
の
た
め
に
も
尽
く
し

た
い
、
ま
た
、
医
学
部
創
立

１
０
０
年
事
業
に
向
け
、
新

病
院
建
設
募
金
活
動
に
引
き

続
き
努
力
し
た
い
旨
の
抱
負

が
語
ら
れ
た
。

ま
ず
１
号
議
案
と
し
て
、

平
成
25
年
度
事
業
報
告
が
、

１
０
０
周
年
に
向
け
て
の
事

業
は
、
医
学
部
・
病
院
と
協

力
し
て
の
一
大
事
業
で
あ
る

事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
中
で
も
新
病
院
棟
建
設

は
最
も
重
要
な
事
業
で
、
既

に
６
号
棟
の
解
体
が
終
わ

り
、
新
病
院
棟
で
あ
る
１
号

館
の
地
鎮
祭
が
５
月
12
日
に

行
わ
れ
、
工
事
が
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
資
金

調
達
で
あ
る
募
金
活
動
は
、

医
学
部
と
の
連
携
の
下
に
、

三
四
会
会
員
か
ら
の
寄
付
集

め
に
最
大
限
の
努
力
を
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
執

行
部
で
は
、
各
理
事
に
担
当

古
梶
清
和
理
事(

63
回)

に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
三
四
会

会
員
数
は
９
、
０
０
９
名

(

昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
11
名)

で
あ
り
、
10
年
前
の
研
修
医

制
度
変
更
に
伴
い
、
他
大
学

出
身
者
の
数
が
激
減
し
て
い

る
の
で
、
対
策
を
検
討
中
と

の
こ
と
で
あ
る
。
例
年
に
な

か
っ
た
事
業
と
し
て
は
、
三

四
会
事
務
所
の
移
転
、
お
よ

び
新
病
院
棟
建
設
資
金
募
金

活
動
活
性
化
を
目
的
と
し
た

学
年
幹
事
会(

第
１
回)

の

開
催
で
あ
っ
た
。

第
１
号
議
案
に
つ
い
て
、

挙
手
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ

た
。第

２
号
議
案
と
し
て
、
平

成
25
年
度
会
計
決
算
が
末
岡

浩
副
会
長(

59
回)

よ
り
上

事
業
部
門
を
決
め
、
実
質
的

責
任
者
と
し
て
活
動
を
お
願

い
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

募
金
活
動
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
募
金
委
員
会
組
織

を
解
散
し
、
新
た
に
募
金
担

当
理
事
を
設
置
し
、
心
機
一

転
し
た
新
し
い
仕
組
み
で
募

金
活
動
を
鋭
利
行
う
準
備
を

し
て
お
り
ま
す
。

会
員
へ
の
活
動
と
し
て
三

四
会
新
聞
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
他
は
東
京
近
郊
の
会
員

や
、
大
学
や
研
究
者
を
対
象

と
し
た
も
の
が
多
い
た
め
、

地
方
在
住
や
、
市
中
病
院
の

勤
務
医
、
開
業
医
の
先
生
方

へ
の
活
動
に
も
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
清
家
塾
長
、
比
企
連
合

三
田
会
会
長
の
援
助
を
頂
い

て
、
三
四
会
と
三
田
会
の
協

力
体
制
を
、
中
央
だ
け
で
な

程
さ
れ
、
収
入
に
つ
い
て
は

若
干
会
費
の
納
入
が
減
少
し

た
こ
と
、
例
年
に
な
い
支
出

と
し
て
三
四
会
事
務
所
移
転

費
用
約
１
、
６
４
０
万
円
が

計
上
さ
れ
、
全
体
と
し
て
は

約
60
万
円
の
赤
字
で
あ
っ
た

こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
第
３
号
議
案

で
あ
る
財
産
目
録
、
会
計
事

務
処
理
並
び
に
財
産
管
理
監

査
報
告
が
、
菅
沼
安
嬉
子
監

事(

47
回)

よ
り
行
わ
れ
、

会
計
及
び
会
計
以
外
の
業
務

が
適
正
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ

く
、
地
方
で
も
作
り
上
げ
た

い
と
考
え
、
検
討
を
始
め
て

お
り
ま
す
。

現
在
の
医
学
部
に
お
け
る

最
大
の
問
題
は
、
学
費
が
他

大
学
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る

中
で
、
優
秀
な
学
生
を
確
保

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今

回
奨
学
金
に
よ
る
実
質
的
値

下
げ
の
見
通
し
が
つ
い
た
事

は
、
大
変
喜
ば
し
い
事
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
医
学
部
学

生
へ
の
愛
校
心
の
高
揚
、
他

大
学
出
身
者
の
三
四
会
へ
の

加
入
な
ど
、
大
学
医
学
部
と

の
連
携
に
よ
る
一
連
の
流
れ

と
し
て
、
三
四
会
の
組
織
を

さ
ら
に
強
固
な
組
織
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
先
生
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。第

２
号
お
よ
び
第
３
号
議

案
は
、
挙
手
多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
た
。

次
に
、
第
４
号
議
案
の
平

成
26
年
度
評
議
員
会
議
長
お

よ
び
役
員
の
選
任
に
関
し
、

比
企
会
長
よ
り
そ
の
経
緯
が

報
告
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
評
議
員
会
議
長
及
び
役
員

候
補
者
に
関
す
る
提
案
が
な

さ
れ
た
。

挙
手
多
数
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。
結
果
は
、
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
案
件

最
初
に
第
５
号
議
案
と
し

て
、
副
議
長
の
指
名
が
議
長

(

吉
野
肇
一
、
44
回
、
重
任)

よ
り
行
わ
れ
、
長
倉
和
彦
君

(

55
回)

が
挙
手
多
数
に
よ

り
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
武
田
純
三
新
会

長

(

52
回)

が
挨
拶
に
立

ち
、
三
四
会
員
を
増
や
す
こ

と
と
、
医
学
部
創
立
１
０
０

年
祭
に
向
け
て
の
募
金
活
動

等
を
含
め
た
諸
作
業
を
、
役

員
一
同
で
業
務
分
担
し
て
遂

行
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
と

の
抱
負
が
語
ら
れ
た
。

第
６
号
議
案
と
し
て
、
副

会
長(

表)

お
よ
び
顧
問
の

指
名
が
武
田
会
長
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
挙
手
多
数
に
よ
り

平
成
26
年
６
月
１
日(

日)

開
催
の
学
校
法
人
東
京
歯
科

大
学
理
事
会
に
て
、
理
事
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
の
創
立
者
高
山
紀
斎

先
生
、
建
学
者
血
脇
守
之
助

先
生
は
と
も
に
慶
應
義
塾
で

福
澤
諭
吉
先
生
の
教
育
を
受

け
た
先
生
方
で
す
。
ま
た
、

市
川
病
院
は
当
時
の
医
学
部

承
認
さ
れ
た
。

顧
問
は
以
下
の
12
名
の
諸

君
で
あ
る
。

内
匠
昭(

33
回)

、
渡
辺
眞

幸(

34
回)

、
比
企
能
樹(

37

回)

、
山
本
修
三(

38
回)

、

櫻
井
秀
也(

41
回)

、
山
田
淑

儿(

42
回)

、
村
井
勝

(

46

回)

、
菅
沼
安
嬉
子(

47
回)

、

長
の
阿
部
勝
馬
先
生
他
、
慶

應
医
学
部
教
授
陣
の
多
大
な

ご
協
力
の
も
と
昭
和
21
年
12

月
に
開
院
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
前
も
基
礎
各
科
の
教
授
の

先
生
方
の
派
遣
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
。
本
学
は
創

立
１
２
４
年
に
な
り
ま
す

が
、
先
輩
諸
氏
か
ら
は
よ
く

｢

私
は
加
藤
元
一
先
生
の
不

池
田
美
智
子(

47
回)

、
御
子

柴
克
彦(

48
回)

、
中
谷
比
呂

樹(

56
回)

、
末
松
誠(

62
回)

第
７
号
議
案
の
平
成
26
年

度
事
業
計
画
は
、
リ
ー
啓
子

副
会
長(

60
回
、
重
任)

に

よ
り
提
案
さ
れ
た
。
例
年
と

異
な
る
点
は
、
次
の
２
点
で

あ
る
。

減
衰
学
説
の
校
旗
の
上
が
る

授
業
を
受
け
た｣

と
自
慢
さ

れ
る
ぐ
ら
い
緊
密
な
関
係
が

あ
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
11
月
に
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部(

末
松
誠
医

学
部
長)

と
東
京
歯
科
大
学

(

井
出
吉
信
学
長)

は
、
包

括
的
な
連
携
の
も
と
で
教
育

・
研
究
・
臨
床
に
お
い
て
交

流
を
深
め
、
連
携
し
、
歯
学

・
医
学
の
進
歩
と
発
展
に
向

け
て
学
術
活
動
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
に
合
意
し
、
協
力

協
定
を
結
ぶ
に
至
り
ま
し

た
。私

は
、
昭
和
43
年
に
医
学

部
を
卒
業
し
消
化
器
内
科
に

お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
56
年

本
会
か
ら
の
新
病
院
棟
建
設

募
金比

企
能
樹
顧
問
・
前
会
長

よ
り
次
の
よ
う
な
説
明
が
行

わ
れ
た
。
ま
ず
こ
れ
ま
で
の

経
緯
と
し
て
、
三
四
会
の
目

標
額
は
30
億
円
、
三
四
会
員

に
は
１
口
50
万
で
２
口
以

上
、
塾
医
学
部
教
授
会
構
成

末
、
土
屋
雅
春
教
授
に
市
川

病
院
赴
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
以

後
18
年
間
勤
務
い
た
し
ま
し

た
。
赴
任
す
る
時
に
土
屋
教

授
に｢

歯
医
一
体｣

｢

東
京

歯
科
大
学
に
骨
を
埋
め
ろ

(
＝
今
流
で
言
え
ばBloom

w
here

you
are
planted

で

し
ょ
う
か)｣
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
平
成
４
年
に
新
市
川

総
合
病
院(

４
７
０
床)
が

完
成
し
病
院
長
を
命
じ
ら

れ
、
当
時
の
植
村
常
任
理

事
、
細
田
医
学
部
長
、
神
崎

病
院
長
の
強
力
な
る
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
４
月
よ
り
日
本

鋼
管
病
院
院
長(

桐
生
恭
好

名
誉
院
長
、
35
回
生)

に
異

員
に
は
４
口
以
上
で
お
願
い

し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

れ
か
ら
は
、
支
部
、
教
室
単

位
で
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し

て
は
、
塾
創
立
１
５
０
年
募

金
時
、
主
に
三
四
会
関
係
者

に
よ
る
新
病
院
棟
建
設
に
特

化
し
た
募
金
総
額
が
13
億
３

千
万
円(

塾
保
管
、前
記
目
標

額
30
億
円
に
は
含
ま
れ
ず)

、

今
回
の
医
学
部
創
立
１
０
０

年
募
金
申
込
額
は
、
現
時
点

で
、４
億
８
千
万
円(

三
四
会

関
連
個
人
３
９
７
名
＋
５
法

人)

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
況
か
ら
、
募
金
の
呼
び
水

的
な
意
味
を
含
め
て
、ま
た
、

三
四
会
新
事
務
所
も
立
派
に

出
来
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

三
四
会
と
し
て
今
年
度
に
、

三
四
会
館
建
設
の
た
め
に
10

余
年
に
わ
た
り
積
み
上
げ
て

き
た
特
別
会
計
か
ら
６
千
万

動
し
、
平
成
23
年
６
月
迄
約

12
年
間
、
医
療
法
人
化
を
含

め
日
本
鋼
管
病
院
に
す
べ
て

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
平
成
18
年
６
月
に
故
井

上
裕
東
京
歯
科
大
学
理
事
長

の
招
聘
を
受
け
、
今
日
ま
で

理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

敬
愛
す
る
故
岡
島
重
孝
先

生(

元
川
崎
市
立
井
田
病
院

長
、
41
回
生)

に
、
45
年
前

に

｢

水
野
さ
ん
、
人
生
は

『

あ
い
う
え
お
ん』

で
す
よ｣

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
今
噛
み

し
め
て
お
り
ま
す
。｢

あ
い｣

は
愛
、｢

う
ん｣

は
運
、｢

え

ん｣

は
縁
、｢

お
ん｣

は
恩

で
す
。
何
事
に
も
愛
情
を
持

っ
て
接
し
て
い
れ
ば
、
縁
が

あ
り
運
が
あ
り
、
そ
し
て
そ

の
恩
を
大
切
に
し
な
さ
い
と

言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
10
数
年
の
間
の
歯
学

・
医
学
の
接
近
を
見
逃
す
こ

円
の
寄
付
を
行
い
た
い
。

三
四
会
讃
歌(

仮
称)

作
成

本
案
件
は
、
理
事
会
で
議

長
提
案
で
あ
っ
た
こ
と
よ

り
、
議
長
よ
り
以
下
の
よ
う

な
説
明
が
行
わ
れ
た
。
本
事

業
の
目
的
は
、
三
四
会
お
よ

び
医
学
部
創
立
１
０
０
年
を

祝
し
て
、
会
員
の
愛
唱
歌
を

作
り
、
会
員
相
互
の
関
係
を

密
に
す
る
と
と
も
に
、
会
員

の
誇
り
を
声
高
ら
か
に
歌
い

上
げ
る
こ
と
で
、
会
員
の
増

加
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。
作
曲
等
は
、
小
森
昭

宏
君(

36
回
、
音
楽
三
田
会

会
長
、
日
本
作
曲
家
協
会
会

長)

に
依
頼
予
定
。
完
成
・

披
露
は
２
０
１
７
年
の
三
四

会
お
よ
び
医
学
部
創
立
１
０

０
年
祝
賀
会
で
、
総
予
算
は

１
０
０
万
円
で
あ
る
。

続
い
て
、
第
８
号
議
案
と

し
て
、
既
述
事
業
計
画
に
基

づ
く
平
成
26
年
度
予
算
が
渡

辺
真
純
副
会
長(

64
回)

に

よ
り
上
程
さ
れ
た
。
収
入
は

前
年
と
同
水
準
を
予
定
、
名

簿
発
行
年
の
た
め
、
名
簿
作

成
お
よ
び
発
送
予
算
の
計
１

千
７
０
０
万
円
の
計
上
が
あ

り
、
２
０
０
万
円
弱
の
赤
字

会
計
と
な
っ
て
い
る
。

質
疑
応
答
で
は
、
募
金
に

つ
い
て
、
会
員
に
対
し
、
よ

り
頻
回
か
つ
丁
寧
な
文
書
送

付
に
よ
る
依
頼
が
必
要
、
募

金
委
員
会
を
開
い
て
会
員
に

刺
激
を
与
え
る
、
可
能
な
ら

ば
医
学
部
新
聞
送
付
時
に
趣

意
書
を
折
り
込
む
、
若
手
理

事
に
よ
る
高
齢
者
ク
ラ
ス
会

で
の
募
金
依
頼
活
動
、
教
室

同
窓
会
か
ら
の
寄
付
等
、
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
医

学
部
長
か
ら
は
、
教
授
会
の

募
金
状
況
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
ま
た
、
募
金
を
依

頼
で
き
そ
う
な
企
業
等
の
紹

介
依
頼
や
、
三
四
会
支
部
会

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
い
か
に

口
腔
内
の
出
来
事
が
全
身
疾

患
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

か
？

ま
た
逆
も
あ
り
、
生

命
の
危
機
・
予
後
に
ま
で
及

ん
で
お
り
ま
す
。
超
高
齢
化

社
会
の
到
来
を
迎
え
、
今
こ

そ
歯
科
・
医
科
の
癒
合
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野

に
て
本
学
が
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
と
協
力
し
て
先
導
的

役
割
を
成
し
て
い
く
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
歴
代
の
常
任
理
事
、
医

学
部
長
、
病
院
長
、
教
授
の

先
生
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と
同
時
に
、
消
化
器
内
科

歴
代
の
三
辺
、
土
屋
、
石

井
、
日
比
、
金
井
各
教
授
、

教
室
員
の
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
こ
の
数
年
間
関
係

し
て
参
り
ま
し
た
三
四
会
比

企
能
樹
会
長
始
め
執
行
部
の

先
生
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ

へ
募
金
申
込
書
を
持
参
し
、

そ
の
場
で
参
加
者
各
人
の
署

名
を
促
し
た
い
旨
の
発
言
が

あ
っ
た
。

第
７
号
、
第
８
号
議
案
は

挙
手
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ

た
。続

い
て
、
医
学
部
長
よ
り

医
学
部
・
病
院
報
告
が
行
わ

れ
た
。内
容
は
、過
日
の
安
倍

首
相
の
大
学
病
院
訪
問
と
政

府
が
推
進
し
て
い
る
混
合
診

療
、
大
学
病
院
が
力
を
入
れ

て
い
る
ク
ラ
ス
タ
ー
診
療
の

実
現
と
基
礎
・
臨
床
一
体
型

医
療
に
お
け
る
国
際
医
療
拠

点
の
創
設
、
医
学
部
と
病
院

の
収
益
改
善
等
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
来
季
よ
り
の
医
学

部
合
格
時
保
証
大
型
奨
学
金

制
度
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。具
体
的
に
は
、成
績
優
秀

者
10
名
に
対
す
る
年
間
２
０

０
万
円
で
４
年
間
の
画
期
的

な
授
業
料
減
免
制
度
で
、
こ

れ
に
よ
り
、
恩
恵
を
受
け
る

学
生
は
一
部
に
と
ど
ま
る
も

の
の
、
私
大
医
学
部
で
は
圧

倒
的
に
低
額
の
学
費
体
制
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
三
四
会
社
会
功
労

賞
・
奨
励
賞
授
与
式
が
、
水

野
前
副
会
長
に
よ
る
社
会
功

労
賞
選
考
経
過
説
明
後
、
比

企
前
会
長
に
よ
り
執
り
行
わ

れ
た
。
受
賞
者
の
渡
邊
昌
君

(

44
回
、病
理)

よ
り
謝
意
が

述
べ
ら
れ
、
受
賞
対
象
と
な

っ
た
食
事
の
重
要
性
に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

奨
励
賞
も
同
様
に
、
以
下

の
８
君
へ
授
与
さ
れ
た(

応

募
受
付
順)

。

基
礎
：
矢
野
真
人(

78
相
当
、

生
理)

、
菅
田
浩
司(

76
相

当
、
生
理)

臨
床
：
小
林
佑
介(

82
相
当
、

産
婦
人
科)

、
松
�
潤
太
郎

(

84
回
、
内
科)

、
山
澤
一
樹

(

78
回
、小
児
科)

、小
坂
威
雄

ま
す
。
本
学
の
発
展
の
た
め

に
は
、
同
窓
各
位
の
協
力
無

く
し
て
成
し
得
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
な
お
一
層
お
世
話
に

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の

(

79
相
当
、
泌
尿
器
科)

、
川

崎
洋(

83
回
、皮
膚
科)

、
西

村
空
也(

84
回
、整
形
外
科)

こ
こ
で
、
武
田
会
長
よ

り
、
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
比
企
前
会
長
の
本

会
に
対
す
る
長
年
の
ご
尽
力

へ
の
感
謝
と
し
て
、
武
田
会

長
よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
。議

長
か
ら
は
、
今
回
か
ら

導
入
し
た
評
議
員
会
開
催
前

の
資
料
電
子
メ
ー
ル
配
信
に

関
し
、
多
く
の
評
議
員
か
ら

賛
意
を
頂
い
た
こ
と
と
、
そ

れ
を
通
し
て
の
執
行
部
提
案

に
関
し
て
異
論
は
寄
せ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。ま
た
、こ
の
方
式
は
継
続

し
た
い
の
で
、
執
行
部
に
対

し
で
き
る
だ
け
早
い
資
料
作

成
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
川
城
丈
夫
前
副

議
長

(

45
回)

よ
り
、
熱

心
、
か
つ
、
真
摯
な
討
議
に

対
す
る
謝
意
が
延
べ
ら
れ
、

来
年
は
本
会
が
６
月
13
日

(

土)

に
開
催
予
定
で
あ
る

こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
の
ち
、

閉
会
と
な
っ
た
。

こ
の
後
、
同
階
中
会
議
室

で
情
報
交
換
会
が
、
リ
ー
副

会
長
司
会
、
参
加
最
年
長
者

の
桜
井
祐
二
評
議
員(

31
回)

の
乾
杯
の
音
頭
で
始
め
ら

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
１
・
５
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
ラ
ス
ト
は
応

援
指
導
部
Ｏ
Ｂ
の
、
山
上
淳

理
事(

77
回)

・
鈴
木
悠
史

評
議
員(

93
回)

両
名
の
見

事
な
指
揮
の
下
、
参
加
者
全

員
で｢

若
き
血｣

を
歌
い
、

｢

フ
レ
ー
フ
レ
ー
慶
應
・
三

四
会｣

の
エ
ー
ル
で
に
ぎ
や

か
に
散
会
と
な
っ
た
。

吉
野
肇
一
、
川
城
丈
夫
・
長

倉
和
彦(

議
長
、
平
成
25
・

26
年
度
副
議
長)

で
、
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

慶
應
義
塾
の
伝
統
行
事
に

塾
員
招
待
会
が
あ
る
。
卒
後

25
年
目
の
塾
員
が
卒
業
式
に
、

卒
後
50
年
目
の
塾
員
が
入
学

式
に
招
か
れ
る
。
招
待
さ
れ

る
塾
員
は
三
田
会
と
し
て
記

念
事
業
を
行
う
こ
と
も
伝
統

行
事
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
卒
業
式
前
日
に
行
わ

れ
る
大
同
窓
会
で
あ
り
、
も

う
一
つ
が
塾
生
に
対
す
る
奨

学
金
の
寄
付
で
あ
る
。

２
０
１
５
年
３
月
23
日
の

卒
業
式
に
は
１
９
９
０
年
に

卒
業
し
た
１
９
９
０
年
三
田

会
が
招
か
れ
る
。
私
は
１
９

９
２
年
塾
医
学
部
卒
業
で
あ

る
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

１
９
９
０
年
三
田
会
の
記
念

事
業
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
１
９
９
０
年
三
田
会

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
か

ら
１
９
９
０
年
卒
業
で
は
な

い
が
自
分
の
代
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
感
じ

て
い
る
人
も
集
ま
っ
て
い
る
。

私
も
そ
こ
に
加
わ
っ
て
い
る
。

１
９
９
０
年
三
田
会
の
塾
員

は
大
学
入
学
が
同
じ
１
９
８

６
年
の
仲
間
で
あ
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
記
念
事
業
に
参
加
し

て
も
ら
う
よ
う
医
学
部
同
期

71
回
生
に
声
を
か
け
て
い
る
。

さ
る
５
月
17
日
三
田
に
お

い
て
卒
業
25
年
記
念
事
業
キ

ッ
ク
オ
フ
同
窓
会
が
開
か
れ

71
回
生
も
数
名
出
席
し
た
。

西
校
舎
で
久
し
ぶ
り
に
塾
歌

を
歌
い
感
無
量
で
あ
っ
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
卒
業

以
来
久
し
く
会
っ
て
い
な
い

友
人
と
再
会
し
た
。
應
援
指

導
部
Ｏ
Ｂ
、

Ｏ
Ｇ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
早
慶
戦
を
思

い
出
し
皆
で
楽
し
く
盛
り
上

が
っ
た
。

総
会
で
清
家
塾
長
は
こ
う

述
べ
ら
れ
た
。｢

在
学
中
に

良
い
友
人
と
出
会
え
る
こ
と

は
良
い
学
校
の
条
件
で
あ
る
。｣

医
師
は
医
学
的
知
識
の
み
に

偏
ら
ず
教
養
を
備
え
る
た
め

に
、
様
々
な
人
々
と
交
わ
り

広
く
常
識
を
学
ぶ
必
要
が
あ

る
。
将
来
様
々
な
分
野
で
社

会
の
先
導
者
た
ら
ん
と
す
る

友
人
と
在
学
中
に
出
会
え
る

こ
と
は
医
学
部
学
生
の
将
来

に
と
っ
て
人
生
の
宝
と
な
る
。

慶
應
義
塾
が
こ
れ
か
ら
も

良
い
学
校
で
あ
る
た
め
に
、

そ
し
て
義
塾
社
中
の
一
員
で

あ
る
後
輩
た
ち
塾
生
が
学
業

を
全
う
し
良
き
友
人
と
出
会

え
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
に

社
中
が
協
力
し
奨
学
金
の
寄

付
を
成
功
さ
せ
た
い
。
来
年

３
月
22
日
の
大
同
窓
会
で
は
、

在
学
中
に
出
会
え
た
良
き
友

人
と
の
旧
交
を
温
め
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

(

さ
ぎ
ぬ
ま
脳
神
経

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

島
崎
賢
仁

71
回)
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三
四
会
社
会
功
労
賞
、

三
四
会
奨
励
賞
授
与
式
も

比企前会長から武田新会長へ

三四会社会功労賞､ 三四会奨励賞受賞者たち

武
田

純
三(

麻
52
回)

三
四
会
会
長
と
し
て
の
抱
負

第第第
111222
代代代
新新新
三三三
四四四
会会会
長長長
就就就
任任任

�������������������������������������������������������

平
成
26
年
度
三
四
会
社
会
功
労
賞

渡
邊

昌
君

｢

食
事
と
健
康
に
関
す
る
研
究
と

普
及
活
動｣

平
成
26
年
度
三
四
会
奨
励
賞

��臨臨
床床
分分
野野
��

小
林

佑
介
君

(

病
理
学
教
室)

(

産
婦
人
科
学
教
室)

｢

絨
毛
癌
モ
デ
ル
細
胞iC

3-1
(induced

choriocarcinom
a
cell-1)

の
樹
立
、

同
細
胞
を
用
い
た
絨
毛
癌
発
癌
機
構
の
解

明
と
絨
毛
癌
幹
細
胞
同
定
へ
の
取
組
み｣

松
�
潤
太
郎
君

｢

バ
レ
ッ
ト
食
道
お
よ
び

食
道
腺
が
ん
の
発
症
機
序
の
解
明｣

(

内
科
学
教
室)

｢

ゲ
ノ
ム
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
の

異
常
に
起
因
す
る
小
児
先
天
異
常

症
候
群
の
分
子
基
盤
の
解
明｣

山
澤

一
樹
君

(

小
児
科
学
教
室)

小
坂

威
雄
君

｢

前
立
腺
癌
及
び
尿
路
上
皮
癌
に

お
け
る
が
ん
微
小
環
境
の
解
析｣

(

泌
尿
器
科
学
教
室)

川
崎

洋
君

｢

フ
ィ
ラ
グ
リ
ン
欠
損
マ
ウ
ス
を
作
成
し
、各
層

バ
リ
ア
機
能
維
持
、ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
発
症

機
序
に
お
け
る
フ
ィ
ラ
グ
リ
ン
の
関
与
をin

vivo

の
系
で
明
ら
か
に
し
た｣

(

皮
膚
科
学
教
室)

��基基
礎礎
分分
野野
��

西
村

空
也
君

｢

脊
髄
損
傷
後
の
経
時
的
な
微
小

環
境
変
化
は
神
経
幹
細
胞
移
植

の
治
療
効
果
に
影
響
を
与
え
る｣

(

整
形
外
科
学
教
室)

矢
野

真
人
君

｢

神
経
発
生
期
に
お
け
るR

N
A

総
合
蛋
白

質
に
よ
るR

N
A

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
解
析｣

(

生
理
学
教
室)

菅
田

浩
司
君

｢

細
胞
死
と
細
胞
増
殖
の
相
互
依
存

に
よ
る
疾
患
制
御
機
構
の
解
析｣

(

生
理
学
教
室)

������������������������������������������������������������
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平成26年度三四会役員
役員等 氏 名 回生

会長 武田 純三 52

理事(副会長) リー 啓子 60

理事(副会長) 古梶 清和 63

理事(副会長) 渡辺 真純 64

理事 篠崎 英夫 48

理事 堀内 行雄 52

理事 久保内光一 55

理事 高木 誠 58

理事 竹内 勤 59

理事 末岡 浩 59

理事 坪田 一男 59

理事 高橋 孝雄 61

理事 三村 將 63

理事 中川 種昭 64相当

理事 洪 実 65

理事 佐藤美奈子 65

理事 福島 裕之 67

理事 近藤 太郎 68

理事 深川 和己 68

理事 安井 正人 68

理事 宮川 義隆 70

理事 井ノ口美香子 75

理事 山上 淳 77

理事 朝倉 啓介 81

理事 遠藤 彩佳 81相当

監事 熊井浩一郎 46

監事 水野 嘉夫 47

監事 松本 純夫 52

評議員会議長 吉野 肇一 44

評議員会副議長 長倉 和彦 55

・初診予約 (午前９時～午後７時､第２･４･５土曜日は午後５時まで)

慶應義塾大学病院 各種お問い合わせ先

医療機関用
TEL 03-3353-1257 FAX 03-5843-6167
WEB ｢病院ホームページ｣ → ｢予約問合せ一覧｣ → 『｢医療機関
からの初診予約｣ ― ｢Webによる予約｣ ―【医療機関からの
予約専用フォーム�』 へ

・検査予約 (午前８時30分～午後５時)
PET/CT…TEL 03-5843-6165
SPECT …TEL 03-5843-7071

・予防医療センター：人間ドック(午前８時30分～午後５時)
TEL 03-6910-3533

三四会ホットライン
TEL 03-3353-3034(ミオサンシ)

学
校
法
人
東
京
歯
科
大
学

理
事
長
に
就
任
し
て

水
野

嘉
夫

東
京
歯
科
大
学
水
道
橋
病
院

(

内
47
回)


